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本
書
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
交
通
と
交
易
の
検
討
を
中
心
に
、
遊
牧
民
あ
る

い
は
唐
帝
固
と
オ
ア
シ
ス
民
と
の
政
治
的
統
廃
関
係
、
そ
し
て
そ
の
関
係
の

も
と
で
形
成
さ
れ
る
共
生
関
係
や
地
域
秩
序
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
視
角
は
、
各
地
域
の
歴
史
の
流
れ
を
相
互
に
連
動
す
る
も
の
と
し
て
捉

え
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
サ
イ
ズ
で
際
史
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
と
ら
え
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
著
者
が
結
訴
で
記
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
松
田
喜
男
に
は
じ
ま
り
、
そ
の
後
岡
田
英
弘
・
杉
山
正
明
・
森
安
孝
夫
・

妹
尾
達
彦
諸
氏
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
磨
き
卜
げ
ら
れ
て
き
た
[
五
四
九

頁
]
o

ま
た
、
近
年
、
山
山
土
史
料
の
増
加
に
よ
っ
て
特
に
研
究
が
進
展
し
た

分
野
で
も
あ
る
。

著
者
の
荒
川
正
晴
氏
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
分
野
の
第
会
線
で
、
特
に
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
文
書
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
賓
唯
一
品
的
・
具
躍

的
に
研
究
を
進
め
て
き
た
。
著
者
に
は
、
す
で
に
多
く
の
論
考
が
あ
り
、
間
早

(
1
)
 

著
と
し
て
は
『
オ
ア
シ
ス
園
家
と
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
交
易
』
も
あ
る
。
本
書
は
、

そ
の
中
で
も
主
に
交
通
と
交
易
に
闘
わ
る
論
考
を
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
、

二
O
O
八
年
に
提
出
し
た
博
上
論
文
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

既
愛
表
の
論
文
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
も
の
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

新
た
に
構
成
し
直
し
、
一
部
書
き
下
ろ
し
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
記
せ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
言
本
書
の
覗
角
と
課
題

第
I
部
ト
ル
コ
系
遊
牧
園
家
と
オ
ア
シ
ス
園
家

第
1
章
ト
ル
コ
系
遊
牧
園
家
の
成
立
と
交
通
シ
ス
テ
ム

第
2
章
オ
ア
シ
ス
岡
家
・
遊
牧
岡
家
と
ソ
グ
ド
人

第

3
章
オ
ア
シ
ス
岡
家
の
接
待
事
業
と
財
政
基
盤

第

E
部
唐
帝
園
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
交
通
健
制

第
4
章
唐
代
公
用
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
造

第

5
章
唐
代
河
西
以
西
の
交
通
制
度

(
1
)

第
6
章
唐
代
河
西
以
西
の
交
通
制
度

(
2
)

第
皿
部
唐
帝
国
と
胡
渓
商
人
の
移
動
・
交
易

第

7
章
唐
帝
園
と
胡
漢
の
商
人

第
8
章
唐
の
通
過
公
諮
制
度
と
公
・
私
用
交
通

第
9
章
唐
の
河
西
以
西
へ
の
軍
物
輸
迭
と
商
人

第
日
章
唐
の
支
配
と
交
易
・
経
済
環
境
の
愛
動

結
昔
あ
と
が
き

61 

本
書
の
内
容
を
評
者
な
り
に
整
理
し
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
と
な
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る。序
言
本
書
の
耐
角
と
課
題

本
書
で
釘
象
と
す
る
時
代
・
場
所
を
述
べ
、
そ
の
楓
角
と
課
題
を
明
確
に

提
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
六
1

八
世
紀
に
活
後
化
し
た
中
央

ア
ジ
ア
(
パ
ミ

I
ル
の
東
一
曲
の
草
原
と
オ
ア
シ
ス
地
域
)
の
交
通
・
交
易
を

ユ
ー
ラ
シ
ア
束
部
地
域
(
パ
ミ

l
ル
以
束
の
中
園
・
モ
ン
ゴ
リ
ア
な
ど
)
の

慶
域
的
空
間
か
ら
捉
え
直
し
、
そ
の
賓
相
と
隆
盛
の
要
因
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
六
1

八
世
紀
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
地
域
に
と
っ
て
、
ト
ル

コ
系
遊
牧
民
族
か
ら
唐
帝
園
へ
と
そ
の
支
配
が
轄
換
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
書
で
は
、
嘗
該
時
期
に
お
け
る
オ
ア
シ
ス
園
家
と
そ
の
周
遺
園
家

(
具
際
的
に
は
西
突
厭
・
唐
)
と
の
政
治
的
統
属
関
係
・
共
生
関
係
・
秩
序

形
成
を
切
り
口
と
し
、
中
央
ア
ジ
ア
の
交
逼
と
交
易
を
検
討
す
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
特
に
注
目
す
る
姑
と
し
て
は
、
唐
に
と
っ
て
、
中
火
ア
ジ
ア
地
域
の

支
配
は
、
大
き
な
人
的
・
物
的
負
捨
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
唐

帝
岡
は
何
故
に
大
き
な
負
携
を
且
覚
悟
し
て
ま
で
中
央
ア
ジ
ア
を
支
配
し
よ
う

と
し
た
の
か
」
、
「
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
遊
牧
民
と
オ
ア
シ
ス
民
と
の
共
生

闘
係
は
、
唐
帝
岡
の
支
配
下
に
い
か
に
愛
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
唐
帝
園
の

支
配
は
中
央
ア
ジ
ア
の
何
を
愛
え
た
の
か
」
を
本
書
に
お
け
る
課
題
と
し
た
。

第
I
部
ト
ル
コ
系
遊
牧
園
家
と
オ
ア
シ
ス
園
家

遊
牧
園
家
と
そ
れ
に
支
配
さ
れ
る
オ
ア
シ
ス
園
家
に
お
い
て
、
雨
者
の
聞

に
は
い
か
な
る
共
生
関
係
が
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
交
通
・
交
易
樫
制
が

構
築
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
。
な
お
、
第
I
部
で
は
、
西
突
欧
支
配

下
の
麹
氏
高
日
円
岡
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
。

「第
1
章
ト
ル
コ
系
遊
牧
園
家
の
成
立
と
交
通
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
ま

ず
、
遊
牧
岡
家
の
可
汗
と
オ
ア
シ
ス
岡
家
の
王
と
の
聞
の
支
配
従
属
関
係

が
「
額
利
愛
川

J
-
s
E円
」
の
稽
競
の
授
受
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
し
、
ト
ル
コ
系
遊
牧
園
家
と
オ
ア
シ
ス
岡
家
と
の
聞
に
は
、
隻
方

に
利
の
あ
る
共
生
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
遊
牧
園
家
が
オ
ア
シ

ス
園
家
か
ら
得
た
も
の
と
し
て
は
、
可
汗
に
封
す
る
貢
納
の
他
に
、
こ
こ
で

は
特
に
「
郎
落
H

己
ミ
」
に
注
目
し
た
。
己
々
と
は
、
直
接
的
に
は
吋
汗

の
使
節
に
供
出
さ
れ
る
騨
惇
馬
あ
る
い
は
騨
惇
用
駄
獣
を
意
味
す
る
が
、
そ

れ
に
は
常
に
人
(
従
者
)
が
併
せ
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、
使
節
の
返
送
シ
ス

テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
麹
氏
高
昌
園
の
場
合
だ
け
に

見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
吋
汗
に
よ
っ
て
壬
与
己
の
栴
競
を
授
輿
さ
れ
た

集
閤
に
共
逼
す
る
と
想
定
さ
れ
、
こ
う
し
て
遊
牧
同
家
は
、
麿
域
の
交
通
樫

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
。
一
方
、
オ
ア
シ
ス
凶
家
が
遊
牧
園

{
永
か
ら
得
た
も
の
と
し
て
は
、
可
汗
の
権
威
の
も
と
の
武
力
的
な
庇
護
の
保

護
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
オ
ア
シ
ス
岡
家
の
使
節
も
遊
牧
園
家
の

築
い
た
交
通
健
制
に
乗
り
、
移
動
範
園
を
康
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
。

「第
2
章
オ
ア
シ
ス
図
ハ
ゑ
・
遊
牧
園
ハ
ゑ
と
ソ
グ
ド
人
」
は
、
前
宇
で
は

麹
氏
高
昌
岡
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
で

は
、
五
世
紀
に
は
ソ
グ
ド
人
緊
落
が
存
在
し
、
麹
氏
高
昌
園
時
代
に
な
る
と

「
薩
簿
」
が
そ
の
来
落
を
統
括
し
て
い
た
。
ト
ヴ
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
や
墓

表
か
ら
ソ
グ
ド
姓
を
持
ち
官
職
を
得
て
い
た
者
を
抽
出
し
て
分
析
す
れ
ば
、

特
に
史
姓
の
ソ
グ
ド
人
が
図
王
の
側
近
官
と
し
て
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て

お
り
、
あ
る
者
は
高
昌
都
城
の
市
場
の
管
理
・
徴
税
を
行
い
、
ま
た
あ
る
者

は
王
の
使
い
と
し
て
各
地
を
往
来
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
ソ
グ
ド

人
と
嘗
地
の
政
治
権
力
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
指
摘
し
た
。
後
半
で
は
、

62 
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麹
氏
高
昌
固
に
お
け
る
遊
牧
使
節
の
性
格
と
そ
の
待
遇
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

遊
牧
園
家
の
可
汗
お
よ
び
そ
の
親
族
や
属
官
、
他
の
オ
ア
シ
ス
園
家
、
領

地
・
領
民
の
支
配
を
認
め
ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
か
ら
な
ど
、
麹
氏
高
日
円
図
に
は

多
様
な
使
節
が
数
多
く
汲
遣
さ
れ
、
そ
の
接
遇
に
か
か
る
供
出
負
捨
も
相
嘗

な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
使
節
の
構
成
員
を
見
て
み
れ
ば
、
数
多
く
の
ソ
グ

ド
人
が
使
節
の
代
表
も
し
く
は
随
行
人
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
使
節

ほ
遣
の
目
的
は
、
オ
ア
シ
ス
同
家
が
蓄
え
る
物
品
を
徴
愛
す
る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
交
易
が
重
要
な
日
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ソ
グ
ド
商

人
に
と
っ
て
、
遊
牧
園
家
お
よ
び
オ
ア
シ
ス
園
家
の
使
節

(
H
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア

ン
隊
)
は
、
安
全
に
沙
積
・
草
原
を
渡
る
機
舎
を
輿
え
る
も
の
で
あ
り
、
一

方
、
オ
ア
シ
ス
岡
家
に
と
っ
て
、
使
節
(
リ
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
へ
の
麿
接

は
、
義
務
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
商
放
の
利
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
園

家
の
存
亡
・
馬
表
に
関
わ
る
重
要
な
園
家
的
事
業
と
な
っ
て
い
た
と
し
た
。

「第
3
章
オ
ア
シ
ス
園
家
の
接
待
事
業
と
財
政
基
盤
」
で
は
、
麹
氏
高

昌
闘
に
お
け
る
使
節
庭
接
の
財
政
基
盤
で
あ
る
税
・
役
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

麹
氏
高
昌
園
の
課
税
役
は
、
岡
家
が
管
理
す
る
渠
堰
ご
と
に
濯
概
さ
れ
る
田

地
を
も
と
に
作
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
車
位
と
し
、
「
税
」
と
し
て
の
田
租
・

刺
薪
、
「
役
」
と
し
て
の
車
牛
の
供
山
が
課
さ
れ
て
い
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
馬
の
供
出
は
、
個
々
の
田
地
の
所
有
総
額
に
感
じ
て
課
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
課
税
役
は
、
「
官
・
僧
・
民
」
の
匝
別
な
く
阿
国
を
所
有
す
る

(
l
水
利
権
を
取
得
し
た
)
も
の
す
べ
て
に
遁
則
さ
れ
た
。
な
お
、
隣
接
す

る
オ
ア
シ
ス
へ
の
還
、
乏
な
ど
に
利
則
さ
れ
た
遠
行
馬
・
遠
行
車
牛
に
つ
い
て

は
、
高
昌
園
末
期
の
延
喜
一
昨
年
間
に
な
る
と
供
出
者
の
固
定
化
・
専
従
化
が
進

ん
だ
こ
と
で
、
供
出
か
ら
銀
銭
に
よ
る
雇
用
へ
と
愛
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
の
特
産
物
で
あ
る
棉
布
は
麹
氏
高
昌
園

に
存
在
し
た
贋
大
な
「
公
団
」
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
耕
管
は
、
特
定

の
官
員
と
そ
の
官
員
が
率
い
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
し
た
。

麹
氏
高
昌
闘
に
限
ら
ず
、
オ
ア
シ
ス
の
住
民
が
、
遊
牧
集
園
な
ど
か
ら
の
使

節
の
受
け
入
れ
の
た
め
に
多
大
な
税
・
役
負
捨
を
す
る
の
は
、
オ
ア
シ
ス
園

家
あ
る
い
は
そ
の
園
王
が
、
水
利
の
管
理
・
遊
牧
集
固
か
ら
の
収
奪
の
防

御
・
使
節

(
H
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
の
誘
致
な
ど
に
よ
り
、
凶
に
繁
築
を
も

た
ら
す
た
め
で
あ
る
と
し
、
首
該
地
域
で
の
園
'
ゑ
・
集
圏
レ
ベ
ル
で
の
多

様
・
多
層
な
共
生
関
係
を
描
き
山
山
し
た
。

第

E
部
唐
帝
固
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
交
通
鰹
制

そ
れ
ま
で
西
突
版
が
覇
権
を
握
っ
て
い
た
中
央
ア
ジ
ア
に
軍
事
進
出
し
た

唐
帝
園
が
、
そ
の
地
に
ど
の
よ
う
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の
か
に
つ

い
て
考
察
し
た
。

「第
4
章
唐
代
公
用
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
造
」
で
は
、
唐
帝
圏
内
部
の

交
通
シ
ス
テ
ム
の
根
幹
と
な
る
騨
惇
制
度
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
基
本
構
造

を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
ま
と
め
た
。
騨
惇
制
度
は
、
騨
制
と
惇

(
途
)
制
と
の
二
つ
か
ら
成
る
。
騨
制
は
、
隣
を
援
貼
に
園
都
と
罵
康
・
直

轄
州
府
と
を
騨
道
を
通
じ
て
直
結
さ
せ
、
緊
急
を
要
す
る
情
報
の
惇
達
や
使

者
・
商
人
の
往
来
な
ど
の
機
能
を
捨
っ
た
。
そ
れ
に
封
し
て
、
停
制
は
、
諸

膝
を
透
迭
援
貼
と
し
、
騨
道
に
拘
束
さ
れ
ず
に
公
用
交
通
・
運
輸
を
よ
り
慶

範
に
捨
い
、
際
制
を
補
、
っ
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
す
べ
て

の
府
州
を
結
ぶ
と
さ
れ
る
騨
這
は
、
唐
皇
帝
へ
の
貢
納
の
道
、
唐
帝
園
の
政

治
と
軍
事
を
支
え
る
幹
線
、
さ
ら
に
は
私
的
な
交
易
活
動
を
も
支
え
る
道
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
四
時
停
制
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
政
治
的
中
心
地
で
あ

る
園
都
の
長
安
へ
と
収
放
し
、
同
時
に
州
府
懸
へ
と
接
散
さ
せ
る
機
能
を
果

63 
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た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第

5
4早
・
第
6
章
で
は
、
七
世
紀
中
葉
以
降
の
唐
帝
図
の
中
央
ア
ジ
ア
地

域
へ
の
進
出
に
よ
り
、
い
か
な
る
交
通
健
制
が
構
築
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、

主
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
を
中
心
と
す
る
天
山
東
部
地
域
を
釣
象
に
考
察
す
る
。

「第
5
章
唐
代
河
西
以
西
の
交
通
制
度

(
1
)
」
で
は
、
唐
の
停
制
か

ら
特
別
な
展
開
を
見
せ
た
凶
州
(
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
)
の
長
行
坊
に
注
目
し
た
。

唐
の
進
出
に
伴
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
に
も
騨
蓮
が
延
び
、
騨
惇
制
度
が

基
本
的
に
は
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
運
用
は
各
地
の
事
情
に
謄
じ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
河
凶
の
沙
州
敦
柏
圧
勝
で
は
、
交
通
手
段
の
管
理
に
特
化
し
た
惇
馬

坊
が
設
置
さ
れ
た
。
一
方
、
西
州
で
は
、
惇
馬
坊
の
代
替
と
し
て
長
行
馬
・

長
行
車
馬
を
管
理
・
差
配
す
る
長
行
坊
・
長
行
車
坊
が
配
備
さ
れ
て
い
た
。

特
に
長
行
坊
に
つ
い
て
は
、
豚
で
は
な
く
州
府
に
配
置
さ
れ
る
貼
で
惇
馬
坊

と
は
異
な
り
、
さ
ら
に
は
鎮
守
軍
の
駐
屯
に
麿
じ
て
北
庭
都
護
府
・
安
西
都

護
府
に
も
導
入
さ
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
七
世
紀
中
葉
の
謄
制
の
導
入
に
よ

っ
て
、
西
州
に
も
騒
這
・
躍
が
設
置
さ
れ
た
が
、
軍
事
支
配
が
強
化
さ
れ
た

八
世
紀
に
は
撤
'
駁
さ
れ
、
長
行
坊
に
よ
る
交
通
手
段
へ
と
一
元
化
さ
れ
、
そ

の
長
行
坊
の
管
理
・
一
連
管
に
は
、
駐
屯
軍
の
将
兵
が
深
く
閥
輿
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
従
来
の
騨
道
上
に
は
、
舘
が
軍
事
施

設
(
鎮
・
成
)
と
併
設
さ
れ
る
形
で
布
置
さ
れ
た
が
、
舘
を
配
置
で
き
な
い

地
域
で
は
軍
事
施
設
が
こ
れ
を
代
替
し
た
と
も
す
る
。
長
行
坊
と
長
行
車
坊

お
よ
び
館
と
軍
事
施
設
が
連
携
し
て
、
駐
開
問
将
兵
・
官
人
・
客
使
な
ど
の
往

来
を
支
え
る
交
通
機
関
や
嫁
黙
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
八
世

紀
以
降
、
河
西
に
置
か
れ
た
惇
馬
坊
は
、
長
行
坊
に
置
き
換
え
ら
れ
、
長
行

坊
健
制
が
、
白
州
・
北
庭
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
虞
く
河
西
地
域
に
掻
大
し

て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

「
第
6
章
唐
代
河
西
以
西
の
交
通
制
度

(
2
)
」
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の

遊
牧
部
族
・
オ
ア
シ
ス
岡
家
に
設
置
さ
れ
た
鴇
康
府
・
州
に
よ
る
人
畜
の
徴

笈
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
。
中
央
ア
ジ
ア
を
貫

く
唐
の
騨
遁
は
、
唐
の
天
可
汗
の
い
る
長
安
へ
と
通
ず
る
這
と
し
て
、
現
地

で
は
「
漠
遁
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
う
し
た
「
漢
遁
」
を
保
持
す
る
た
め
、
端

康
府
・
州
が
設
置
さ
れ
た
オ
ア
シ
ス
図
家
や
遊
牧
部
族
は
、
己
ミ
と
し
て

の
人
馬
や
糧
食
等
の
供
出
を
行
い
、
唐
の
交
通
運
用
を
支
え
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
遊
牧
集
圏
の
首
領
に
と
っ
て
は
、
際
道
上
に
設

置
さ
れ
た
館
は
、
日
以
遣
し
た
進
貢
の
使
節
が
幅
応
接
さ
れ
、
絹
な
ど
の
「
賜
」

を
確
保
で
き
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
で
は
交
易
活
動
も
行
っ
て
い
た

だ
ろ
う
と
し
た
。
遊
牧
集
園
は
、
西
突
肢
か
ら
唐
へ
と
そ
の
支
配
が
凶
変
わ
っ

て
も
、
使
節

(
H
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
を
設
え
て
オ
ア
シ
ス
地
帯
へ
ほ
遣
す

る
こ
と
を
継
績
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

64 

第
E
部
唐
帝
固
と
胡
漢
商
人
の
移
動
・
交
易

唐
帝
国
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配
の
も
と
、
唐
は
騨
道
を
往
来
し
た
商
人
を
い

か
に
掌
握
・
管
理
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
ま
た
、
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
交
易
は
凶

突
厭
時
代
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
に
愛
化
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

「第
7
章
唐
帝
国
と
胡
漢
の
商
人
」
で
は
、
中
火
ア
ジ
ア
に
領
土
を
掻

大
し
た
唐
が
、
唐
の
建
閥
以
前
か
ら
「
中
園
」
内
地
で
も
交
易
活
動
を
し
て

い
た
ソ
グ
ド
人
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
整
理
・
検
討
し
た
。

唐
の
建
国
後
、
そ
れ
以
前
か
ら
交
易
援
黙
に
設
置
さ
れ
て
い
た
ソ
グ
ド
人
の

コ
ロ
ニ
ー
も
唐
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
が
、
ソ
グ
ド
人
は
他
の
漢
人
・
遊
牧

民
衆
落
と
同
様
に
、
唐
の
州
牒
郷
里
健
制
に
組
み
込
ま
れ
、
「
百
姓
」
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
本
貫
と
す
る
州
豚
に
定
り
宥
し
、
白
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由
に
移
動
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
唐
の
ソ
グ

ド
人
に
は
こ
の
「
百
姓
」
と
は
別
に
、
交
易
活
動
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た

「
行
客
」
・
「
興
胡
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い
た
。
唐
は
、
本
貰
地
を
離
れ
て

移
動
す
る
合
法
的
な
流
動
的
客
籍
尽
を
「
行
客
」
と
し
、
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ
の

オ
ア
シ
ス
諸
園
に
置
か
れ
た
唐
の
鴇
康
都
督
府
・
州
を
本
貫
と
し
た
ソ
グ
ド

人
で
、
唐
の
内
地
に
新
た
に
入
境
す
る
者
に
「
興
胡
」
と
い
う
肩
書
き
を
輿

え
て
そ
の
活
動
を
容
認
し
た
。
唐
は
「
行
客
」
・
「
興
胡
」
を
、
寄
寓
先
の
州

豚
に
附
籍
し
、
税
銭
を
納
め
さ
せ
、
過
所
の
愛
給
を
通
じ
て
そ
の
交
易
活
動

を
保
設
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
移
動
を
管
理
・
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。

「第
8
章
唐
の
通
過
公
設
制
度
と
公
・
私
用
交
通
」
で
は
、
「
過
所
」

が
い
か
な
る
通
行
設
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
中
心
と
し
て
、
唐
の
通
過

公
設
際
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
私
用
交
通
に
お
け
る
通
行
詮
で
あ
る
「
遇

所
」
は
、
議
給
官
司
の
官
轄
領
域
を
越
え
る
交
通
に
愛
給
さ
れ
、
度
域
に
わ

た
る
領
内
の
通
行
を
保
誼
し
た
。
最
終
目
的
地
ま
で
に
途
中
通
過
す
る
閥
津

の
指
定
は
あ
る
も
の
の
、
到
達
期
限
を
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
時

空
的
な
融
通
性
が
高
い
も
の
で
、
百
姓
で
も
散
官
な
ど
有
位
の
者
で
あ
れ
ば
、

過
所
を
獲
得
で
き
た
と
す
る
。
一
方
、
公
的
『
父
通
の
通
行
訟
で
あ
る
「
公
験

(
行
牒
)
」
は
、
務
担
給
官
司
の
管
轄
領
域
に
限
定
し
て
遁
迭
・
供
給
を
保
設

す
る
も
の
で
あ
り
、
州
府
が
こ
れ
を
護
給
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
隣
接
す
る

州
府
ま
で
の
交
逼
を
一
定
の
時
間
内
に
限
定
し
て
許
可
す
る
も
の
で
あ
り
、

全
く
の
白
丁
で
あ
る
百
姓
に
も
後
給
さ
れ
、
そ
の
後
給
の
た
め
の
審
査
は

「
過
所
」
に
比
べ
る
と
簡
便
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
中
に

は
、
こ
の
「
過
所
」
と
「
行
牒
」
と
の
二
種
類
の
通
行
設
を
持
つ
者
が
確
認

で
き
、
「
過
所
」
に
滞
在
先
の
州
府
の
「
行
牒
」
を
連
ね
る
こ
と
で
、
あ
え

て
幹
線
路
(
鰹
遁
)
か
ら
外
れ
て
通
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
柔
軟
な

往
来
を
賓
現
で
き
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「第
9
章
唐
の
河
西
以
西
へ
の
軍
物
輸
送
と
尚
人
」
で
は
、
中
央
ア
ジ

ア
支
配
の
た
め
に
必
要
な
軍
事
物
資
と
商
人
と
の
閥
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。

七
世
紀
末
以
降
、
河
西
を
含
め
る
透
境
地
域
に
多
く
の
軍
鎮
が
常
駐
す
る
よ

う
に
な
り
、
八
世
紀
に
こ
れ
ら
を
統
括
す
る
節
度
使
の
健
制
が
形
成
さ
れ
て

い
く
と
、
河
西
地
方
や
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
軍
事
財
政
が
肥
大
化
し
た
。
こ
の

軍
物
と
し
て
内
地
か
ら
定
期
的
に
補
給
さ
れ
た
の
が
、
庸
調
と
し
て
徴
牧
さ

れ
る
絹
で
あ
っ
た
。
中
央
ア
ジ
ア
へ
運
ば
れ
る
絹
は
、
一
旦
涼
州
に
集
め
ら

れ
、
惇
馬
坊
を
連
結
す
る
遁
迭
髄
制
に
よ
っ
て
、
輪
、
会
を
維
持
さ
れ
て
い
た

が
、
中
央
ア
ジ
ア
の
軍
物
需
要
が
急
増
す
る
八
世
紀
に
な
る
と
、
河
西
管
内

お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
へ
迭
納
さ
れ
る
税
物
の
運
披
・
輪
迭
を
統
轄
す
る
長
行

使
・
持
運
使
(
節
度
使
が
粂
任
)
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
輪
迭
に
責
任
を
負
う

運
搬
健
制
が
補
強
さ
れ
た
。
こ
の
絹
の
輸
送
の
一
例
を
記
せ
ば
以
下
の
よ
う

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
節
度
使
や
各
軍
鎮
は
輸
送
責
任
官
と
し
て
「
行
綱
」
を

汲
遣
。
行
綱
は
涼
州
で
客
商
を
「
駄
主
」
と
し
て
雇
用
し
、
そ
の
客
商
が
行

客
や
百
姓
を
「
作
人
」
と
し
て
雇
い
、
そ
し
て
編
成
し
た
輸
送
隊

(
U
キ
ヤ

ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
が
行
綱
の
輸
送
隊
を
'
名
乗
っ
て
騨
這
を
往
来
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
ペ
リ
オ
一
二
三
四
八
競
紙
背
文
書
の
分
析
を
通
し
て
、
唐
内
地

か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
運
ば
れ
た
庸
調
絹
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
記
し
た
。
庸
調
絹
は
、
穀
物
の
買
い
上
げ
、
す
な
わ
ち
交
雑
・
和
薙
と

呼
ば
れ
る
雑
買
の
資
金
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
一
般
農
民
か
ら
時
債
で

穀
物
を
買
い
上
げ
る
和
絡
に
釘
し
て
、
交
薙
と
は
、
和
薙
の
債
格
か
ら
一
律

一
斗
あ
た
り
五
文
安
く
し
て
買
い
上
げ
る
薙
買
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
薙
買

は
、
経
済
的
に
優
勢
な
地
元
の
「
行
客
」
や
有
力
「
百
姓
」
に
依
存
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
「
行
商
」
が
客
尚
と
し
て
外
か
ら
持
ち
込
ん
だ
安
債
な
穀
物

65 
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を
買
い
上
げ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
庸
調
絹
の
輸
送
、
庸

調
絹
に
よ
る
穀
物
の
買
い
上
げ
の
い
ず
れ
も
が
「
行
客
」
・
「
百
姓
」
に
依
存

す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
中
央
ア
ジ
ア
の
庸
制
絹

は
、
官
と
客
商
ら
が
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
表
裏
一
躍
の
閥
係
を
象
徴
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
た
。

「
第
印
章
唐
の
支
配
と
交
易
・
経
済
環
境
の
愛
動
」
で
は
、
唐
の
支
配

が
中
火
ア
ジ
ア
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
唐
は
、
中

央
ア
ジ
ア
に
軍
物
お
よ
び
交
通
関
係
経
費
と
し
て
大
量
の
庸
調
絹
を
輸
送
し

た
が
、
そ
れ
は
、
隣
道
(
漠
這
)
の
維
持
や
過
所
の
後
給
な
ど
を
通
じ
て
、

唐
に
よ
る
交
通
・
交
易
の
一
一
川
的
な
管
理
の
上
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
そ
の
よ
う
な
交
通
模
制
の
も
と
、
遠
隔
地
交
易
が

活
設
化
し
た
。
そ
れ
は
「
興
胡
」
や
「
行
客
」
だ
け
で
な
く
「
百
姓
」
で
あ

っ
て
も
、
官
物
の
輸
迭
や
僻
保
に
関
わ
る
機
合
を
得
る
か
、
別
奏
(
軍
鎮
の

高
官
に
仕
え
る
従
者
)
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
散
官
を
有
す
る
身
分
と
な
る

か
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
、
安
全
か
っ
効
率
的
な
遠
隔
地
貿
易
が

保
障
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
交
易
に
従
事
し
た
い
者
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
・
手
段
で
過
所
を
取
得
し
、
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
を
編
成
す
る
機
舎

を
得
ょ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン

隊
に
よ
っ
て
、
大
量
に
運
ば
れ
た
庸
調
絹
に
つ
い
て
、
そ
の
粧
類
と
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
を
分
析
し
た
。
特
に
注
目
し
た
の
は
絹
の
中
で
も
練
を
主
健
と
す

る
吊
練
で
あ
る
。
吊
練
は
、
貨
幣
と
し
て
嘗
該
地
域
で
流
通
し
、
地
域
内
の

高
額
取
引
や
封
外
(
地
域
開
)
『
父
易
の
決
済
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、
八
世
紀
以
降
、
そ
れ
ま
で
の

流
逼
貨
幣
で
あ
っ
た
銀
銭
に
か
わ
っ
て
出
練
が
主
要
貨
幣
と
な
り
、
唐
の
通

貨
で
あ
る
銅
銭
と
と
も
に
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
唐
の
支
配
の
終

鴬
と
と
も
に
吊
練
の
流
通
が
消
滅
し
た
こ
と
は
、
こ
の
吊
練
を
主
要
貨
幣
と

す
る
現
象
が
唐
の
支
配
に
よ
る
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
白
山
練
は
、
中
央
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
唐
の
北
・
東
北

遣
に
も
流
入
し
て
お
り
、
生
産
地
の
中
園
北
部
・
西
南
部
を
中
心
に
、
吊
練

を
共
通
貨
幣
と
す
る
一
大
経
済
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

結
語各
部
で
記
し
た
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
序
言
で
奉
げ
た
問
題
、
す
な
わ

ち
「
唐
帝
岡
は
何
故
に
中
央
ア
ジ
ア
を
大
き
な
負
捨
を
覚
悟
し
て
ま
で
支
配

し
よ
う
と
し
た
の
か
」
「
唐
帝
園
の
支
配
は
中
央
ア
ジ
ア
の
何
を
愛
え
た
の

か
」
に
つ
い
て
の
結
論
を
記
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て

き
た
こ
と
を
も
と
に
「
北
方
遊
牧
勢
力
や
チ
ベ
ァ
ト
と
針
峠
す
る
唐
帝
園
の

防
衛
卜
の
意
味
と
と
も
に
、
中
央
ア
ジ
ア
の
交
通
と
交
易
を
管
理
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
ソ
グ
ド
人
を
唐
の
「
内
」
に
取
り
込
む
た
め
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
[
五
四
八
頁
]
」
と
し
た
。
ま
た
、
後
者
の
「
唐
帝
岡
の
支
配
は
中
央

ア
ジ
ア
の
何
を
愛
え
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
第
E
-
E
部
で
論
じ
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
通
や
交
易
が
唐
の
管
理
十

に
置
か
れ
た
こ
と
と
す
る
。
そ
の
象
徴
と
し
て
は
、
「
謄
這
(
「
漢
遁
」
)
の

敷
設
や
百
姓
・
行
客
・
興
胡
と
い
っ
た
身
分
肩
書
き
に
よ
る
ヒ
ト
の
掌
握
・

管
理
、
さ
ら
に
は
過
所
や
公
験
な
ど
と
い
っ
た
通
行
諮
の
護
給
に
よ
る
通
過

公
詮
樫
制
の
確
立
で
あ
っ
た
[
五
四
四
頁
]
」
と
記
す
。
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な
お
、
「
結
五
巴
の
あ
と
に
は
、
「
あ
と
が
き
」
・
「
初
山
論
文
一
覧
」
・
「
引

用
史
料
(
漢
籍
)
典
擦
」
・
「
引
出
文
献
日
銀
」
・
「
附
園
」
・
「
府
州
郡
別
編

戸
・
絹
供
出
会
覧
表
」
・
「
英
文
要
旨
」
・
「
索
引
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
。



ま
た
、
各
章
に
は
「
は
じ
め
に
」
・
「
結
論
」
が
特
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い

が
、
各
部
に
「
小
序
」
・
「
小
結
」
が
設
け
ら
れ
、
問
題
の
所
在
と
ま
と
め
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

675 

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
出
土
文
書
史
料
(
特
に
ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン
文
童
H
)

の
分
析
を
柱
と
す
る
が
、
そ
の
関
係
す
る
研
究
分
野
は
、
交
通

史
・
水
利
史
・
枇
合
経
済
史
な
ど
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
主
に
取
り
扱
う
時
代
や
地
域
は
、
六
l
八
世
紀
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部

地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
視
野
は
、
三
・
四
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
大

愛
動
の
時
期
か
ら
、
二
二
世
紀
に
成
立
す
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
園
時
代
、
さ
ら
に

は
明
・
清
時
代
ま
で
を
も
見
据
え
た
も
の
で
、
非
常
に
麿
、
範
な
研
究
で
あ
る
。

(

2

)

(

一三)

こ
れ
ら
黙
に
つ
い
て
は
、
森
部
豊
氏
に
よ
る
書
評
・
鈴
木
宏
節
氏
の
短
許
で

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
本
書
の
研
究
の
柱
で
あ
る
出
土
文
書
(
そ
の
形
式
や
内
容
な
ど
)
の

分
析
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
綴
密
な
研
究
が
な
さ
れ
、
そ
の
研

究
蓄
積
が
特
に
深
い
分
野
で
あ
る
の
で
、
主
目
許
と
い
う
形
で
は
な
く
、
個
別

の
研
究
で
一
一
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
本
書

の
考
察
に
お
い
て
交
通
・
交
易
の
中
心
的
な
捨
い
子
と
し
て
位
置
附
け
ら
れ

て
い
る
ソ
グ
ド
人
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
特
に
取
り
上
げ
た
い
。

荒
川
氏
の
研
究
に
お
い
て
、
ソ
グ
ド
人
は
、
遊
牧
園
家
・
オ
ア
シ
ス
園

家
・
中
園
(
唐
)
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
、
「
商
放
の
利
」
と
い
う
形
で
、

岡
家
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
各
園
が
彼
ら
ソ
グ

ド
尚
人
を
い
か
に
招
致
し
、
取
り
込
ん
で
い
っ
た
か
が
本
書
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
事
例
を
あ
げ
れ
ば
、
唐
の
支

配
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
遊
牧
園
家
か
ら
オ
ア
シ
ス
へ
の
使
節

の
賓
態
が
ソ
グ
ド
商
人
を
中
心
と
す
る
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
使
節
を
迎
え
る
た
め
に
オ
ア
シ
ス
の
民
が
課
税
役
に
庭
じ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
唐
の
支
配
下
に
お
い
て
は
、
ソ
グ
ド
人
は
「
百
姓
」
・
「
行

客
」
・
「
興
胡
」
な
ど
彼
ら
の
活
動
形
態
に
臆
じ
て
様
々
な
肩
書
き
が
附
奥
さ

れ
、
管
理
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
ソ
グ

デ
イ
ア
ナ
を
本
貫
と
し
、
唐
内
地
に
入
っ
て
き
た
外
来
ソ
グ
ド
尚
人
の
「
興

胡
」
の
存
在
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
通
行
誼
「
過
所
」
の
愛
給
を
受
け
、
間
宮
迫

(
漢
道
)
を
通
じ
て
、
岡
都
へ
誘
導
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
唐
は
、
西
方
世
界

か
ら
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
文
化
・
情
報
を
園
都
に
集
中
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
唐
は
八
世
紀
以
降
の
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
と
そ
の
経
営
に
伴
っ
て
、

大
量
の
軍
需
物
資
(
特
に
庸
調
絹
)
を
現
地
に
輸
送
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
輪
逢
を
賓
際
に
支
え
て
い
た
の
が
ソ
グ
ド
人
を
含
む
キ
ャ
ラ
ヴ
ァ
ン
隊

で
あ
っ
た
こ
と
も
彼
ら
の
重
要
性
を
示
す
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ソ
グ

ド
人
の
活
動
は
、
遊
牧
岡
家
・
オ
ア
シ
ス
園
家
・
中
園
(
唐
)
に
と
っ
て
園

家
の
存
亡
・
盛
衰
を
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ソ
グ
ド
人
の
側
か
ら
言
え
ば
、
彼
ら
は
、
遊
牧
岡
家
・
オ
ア
シ
ス
園
家
・

中
園
(
唐
)
の
い
ず
れ
の
支
配
で
あ
っ
て
も
、
柔
軟
に
封
醸
し
て
、
交
易
活

動
を
繕
績
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
唐
の
支
配
以
前
は
、
遊
牧
集
固
か
ら
オ

ア
シ
ス
へ
の
使
節

(
H
キ
ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
隊
)
に
依
存
し
て
自
ら
の
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
唐
の
支
配
下
で
は
、
唐
に
奥
え
ら
れ
た
様
々
な
肩
書

き
の
も
と
、
そ
の
立
場
に
麿
じ
て
獲
得
で
き
る
通
行
設
を
利
用
し
な
が
ら
キ

ヤ
ラ
ヴ
ア
ン
交
易
を
鱗
績
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ソ
グ
ド
人
の

活
動
を
通
し
て
、
こ
こ
に
遊
牧
園
家
・
オ
ア
シ
ス
岡
家
・
中
園
(
唐
)
に
お

け
る
多
様
・
多
層
な
共
生
関
係
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
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荒
川
氏
は
、
序
言
で
「
ソ
グ
ド
人
の
存
在
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
央

ア
ジ
ア
を
捉
え
よ
う
と
す
る
に
あ
た
り
、
中
山
人
ア
ジ
ア
の
内
部
の
遊
牧
民
と

オ
ア
シ
ス
民
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
外
部
に
い
た
る
康
域
世
界
を
楓
野
に
入

れ
て
検
討
す
る
の
は
自
明
の
理
で
あ
ろ
う
[
四
!
五
頁
]
」
と
す
る
。
こ
の

荒
川
氏
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
度
域
に
活
躍
す
る
ソ
グ
ド
人
の
重
要
性
は

こ
れ
ま
で
理
解
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
賓
際
に
彼
ら
の
活
動
の
様
相
を
解
明

す
る
こ
と
は
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
困
難
な
朕
況
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
本
書
で
は
、
出
土
文
書
史
料
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
交

易
活
動
の
賓
態
を
生
き
生
き
と
、
そ
し
て
非
常
に
具
健
的
に
復
元
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
彼
ら
ソ
グ
ド
人
の
重
要
性
を
樫
現
し
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
研
究
成
果
を
念
頭
に
、
近
年
の
ソ
グ
ド
研
究
の
成
果
と
照
ら
し
合

わ
せ
れ
ば
、
新
た
な
問
題
貼
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
近
年
、
固
原
の
史

氏
一
族
芸
や
凶
安
の
安
伽
墓
・
史
君
墓
・
康
業
墓
な
ど
が
愛
見
・
後
掘
さ
れ
、

ソ
グ
ド
人
に
闘
す
る
史
資
料
が
著
し
く
増
加
し
た
。
そ
の
中
で
も
歴
史
亭
分

野
で
は
、
特
に
墓
誌
史
料
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、
そ
の
数
は
現
在
も
漸
次

増
加
し
て
い
る
。
墓
誌
は
、
主
に
官
職
を
有
し
た
者
が
そ
の
額
彰
の
た
め
に

作
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
そ
こ
に
は
商
業
活
動
を
す
る
姿
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
武
人
と
し
て
中
華
王
朝
に
仕
え
る
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墓
誌
史
料
を
利
用
し
て
、
山
下
将
司
氏
は
、
ソ
グ

ド
人
が
そ
の
緊
落
の
民
を
率
い
て
北
朝
末
か
ら
唐
初
に
軍
事
活
動
に
参
加
す

(
4
)
 

る
と
い
っ
た
武
人
化
し
た
ソ
ク
ド
人
の
存
在
を
指
摘
し
、
ま
た
、
森
部
豊
氏

は
、
騎
馬
や
弓
を
射
る
と
い
っ
た
突
肢
の
文
化
を
身
に
つ
け
た
ソ
グ
ド
人

(
l
ソ
グ
ド
系
突
欧
)
が
安
史
の
乱
前
後
か
ら
五
代
に
か
け
て
活
躍
す
る
様

(
5
)
 

子
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
で
一
不
さ
れ
た
よ
う
に
、
ト
ウ
ル

フ
ァ
ン
な
ど
の
山
土
文
書
史
料
で
は
、
主
に
商
人
と
し
て
ソ
グ
ド
人
が
活
動

す
る
姿
が
見
ら
れ
、
そ
の
貼
が
墓
誌
史
料
か
ら
み
た
ソ
グ
ド
人
の
姿
と
異
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
墓
誌
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
武
人

化
し
た
ソ
グ
ド
人
と
、
本
書
で
一
不
さ
れ
た
よ
う
な
尚
人
と
し
て
の
ソ
グ
ド
人

と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
、
新
た
な
疑
問
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
本
書
で
最
も
示
唆
深
い
の
が
、
次
に
あ
げ

る
麹
氏
高
昌
図
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
の
官
職
に
つ
い
て
の
指
摘
で
あ
る
。
麹

氏
高
昌
国
の
ソ
グ
ド
人
の
中
で
も
史
姓
と
康
姓
と
で
は
、
官
人
と
し
て
果
た

し
て
い
た
役
割
に
明
確
な
相
違
が
あ
っ
た
と
す
る
。
具
髄
的
に
は
、
史
姓
の

ソ
グ
ド
人
は
耕
一
氏
高
昌
岡
の
尚
書
系
・
門
下
系
の
重
要
な
ポ
ス
ト
を
占
め
て

お
り
、
そ
れ
に
針
し
て
康
姓
の
ソ
グ
ド
人
(
彼
ら
の
名
は
「
ソ
グ
ド
人
風
」

の
者
が
多
か
っ
た
)
は
武
官
職
で
武
力
の
一
端
を
捨
っ
て
い
た
と
す
る
[
五

五
百
ハ
]
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
森
部
氏
は
書
評
の
中
で
、
「
高
昌
凶
に
お
い
て
康

姓
の
ソ
グ
ド
人
が
武
官
臓
に
つ
い
て
い
た
事
責
は
、
彼
ら
が
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ

本
土
に
お
い
て
も
軍
人
で
あ
り
、
そ
の
軍
事
面
で
の
能
力
を
生
か
し
て
高
日
円

図
に
仕
え
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
高
昌
園
よ

り
東
方
の
河
西
や
固
原
、
さ
ら
に
は
長
安
で
軍
人
と
し
て
活
躍
し
た
ソ
グ
ド

系
武
人
も
、
こ
れ
に
連
な
る
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ
に
お
け
る
一
程
の
ソ
グ
ド
軍
人

(
6
)
 

と
の
閥
係
に
注
意
す
る
必
要
が
山
川
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
ソ
グ
ド
商
人
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
グ
ド
軍
人
が
ソ
グ
デ
イ
ア
ナ
か
ら

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
オ
ア
シ
ス
・
中
岡
・
モ
ン
ゴ
ル
地
域
に
及
ん
で
い
た
可

能
性
も
あ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
本
書
で
指
摘
さ
れ
た
以
下
の
事
例
も
参

考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
外
来
ソ
グ
ド
尚
人
で
あ
る
「
興
胡
」
が
唐
に
入
境
す

る
際
、
過
所
を
申
請
す
る
の
に
身
元
を
保
誼
す
る
「
保
人
」
が
必
要
で
あ
っ

68 



た
が
、
そ
の
保
人
に
は
唐
の
「
百
姓
」
と
し
て
オ
ア
シ
ス
に
定
住
す
る
ソ
グ

ド
人
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
ソ
グ
ド
人
の
強
力
な
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
が
あ
っ
た
と
す
る
[
三
王
七
l
三
五
八
頁
]
。
こ
こ
か
ら
、
ソ
グ
ド
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
園
家
や
支
配
す
る
民
族
に
か
か
わ
ら
ず
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
、
ソ
グ
ド
尚
人
と
武
人
化
し
た
ソ
グ
ド
人
と

の
聞
に
は
何
ら
か
の
淳
一
携
関
係
が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
出
土
史

料
の
増
加
と
研
究
の
進
展
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
評
者
の
関
心
に
基
づ
い
て
、
気
が
附
い

た
黙
に
つ
い
て
逮
べ
て
き
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
が
取
り
上
げ
る
内

容
は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
書
の
分
析
や
本
書
評
で
特
に
取
り
上
げ
た
ソ
グ
ド

人
の
活
動
に
つ
い
て
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
非
常
に
虞
範
な
研
究

分
野
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
多
く
の
成
呆

を
ふ
ま
え
、
さ
ら
な
る
賓
詮
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
評
者
の
力
不
足
の
た
め
、
本
書
の
慶
範
な
内
容
に
封
し
て
精
確
な

理
解
が
及
ば
ず
、
あ
る
い
は
本
書
の
紹
介
も
著
者
の
意
園
を
十
分
に
表
現
で

き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
お
そ
れ
て
い
る
。
最
後
に
こ
の
蛤
を
お
詫
び

し
、
著
者
な
ら
び
に
護
者
の
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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突
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